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アップサイクル用水熱・酵素技術を活用した地域資源循環による新規産業創出

山口奈々（FR）
みらい創造インベストメンツEIR

• 国内の健康・機能性関連食品市場は高齢化等に伴い拡大。一方、食品業界ではサステナブル
がキーワードになっており、食糧問題、持続的な農業実現、フードロス対策など環境に優し
い「食」の実現が求められている。

• 本事業は、農業残渣など未利用資源を原料とし、連続式・液密亜臨界水熱反応 × 高効率酵素
反応を統合したプロセスにより、機能性糖、ポリフェノール、タンパク質等の高付加価値素
材へアップサイクルするものである。低コスト・高収率・環境負荷の低さを特徴とし、食
品・飲料・化学分野におけるサステナブル原料ニーズに応える。

• 事業化にあたっては、ラボ、ベンチスケールで確立された反応条件を商用スケールへ展開す
る際の品質の再現性および安定運転の確保が課題である。

• また、機能性素材としての品質規格整備、顧客との中長期的な原料・製品供給契約の構築、
ならびに商用ファーストプラント建設に必要な初期投資の確保が重要な論点となる。

• これまでに複数の大手食品・飲料・化学メーカーとのPoCをラボ〜ベンチスケールで実施し
ており、本技術の有効性は一定程度検証済である。

• 今後は反応受託事業による商用ファーストプラントをショーケースとして確立し、プラント
販売および技術ライセンス事業へ展開することで、段階的かつ持続的な事業拡大を計画して
いる。
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世界初　連続式産業用水熱反応プラント
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